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◇

特
集

刊
行
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
『
〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
を
読
む
」

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
と
環
境
文
学
批
評
（
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
）

の
観
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

伊

藤

詔

子

本
書
は
ま
え
が
き
で
、
原
爆
の
み
な
ら
ず
核
も
視
野
に
入
れ
た
包
括
的
な

「
原
爆
を
読
む
」
文
化
事
典
を
目
指
し
た
と
あ
る
。
代
表
的
「
事
件
史
、
論

争
」
を
第
一
部
に
、
社
会
運
動
や
文
化
運
動
に
焦
点
を
当
て
た
「
表
象
と
運

動
」
を
第
二
部
に
、
「
語
る
／
騙
る
」
を
第
三
部
に
、
「
イ
メ
ー
ジ
再
考
」
を

第
四
部
に
配
置
し
、
「
原
爆
・
核
」
の
表
象
と
言
説
の
全
体
像
と
歴
史
を
、

項
目
に
わ
た
り
紹
介
・
議
論
し
鋭
意
分
析
し
た
充
実
し
た
事
典
に
な
っ
て

70い
る
。
巻
頭
の
１
「
「
浦
上
燔
祭
説
」
の
歴
史
と
現
在
」
に
典
型
的
に
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
各
項
目
の
問
題
の
所
在
、
議
論
の
歴
史
、
現
在
地
の
検
証
、

参
考
文
献
も
網
羅
的
で
、
一
つ
の
論
争
が
戦
後
の
原
爆
を
め
ぐ
る
諸
領
域
の

言
説
を
横
断
し
て
い
く
さ
ま
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
第
一
部
の
よ
う
に
大
き

な
問
題
系
と
関
わ
る
項
目
か
ら
第
四
部
の
よ
う
に
一
つ
の
表
象
や
イ
メ
ー
ジ

を
め
ぐ
る
項
目
ま
で
同
じ
ス
ペ
ー
ス
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
、
記
述
手
法
の

一
貫
性
が
あ
り
、
客
観
的
な
編
集
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
原
爆
と
文
学
・
文

化
を
幅
広
く
考
え
る
際
必
携
の
参
考
書
と
な
り
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
る
〈
読

む
事
典
〉
で
あ
る
。
ま
た
膨
大
な
仕
事
を
、
あ
と
が
き
で
「
実
動
部
隊
」
と

呼
ば
れ
る
科
研
メ
ン
バ
ー
が
支
え
、
編
者
の
力
技
で
ま
と
め
て
あ
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
感
じ
さ
せ
る
本
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の

論
者
が
い
な
が
ら
一
冊
の
研
究
書
の
美
質
も
備
え
た
も
の
で
、
こ
の
分
野
の

座
右
の
書
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
原
爆
文
学
研
究
会(

二
〇
〇
一
年
創

設)

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
活
動
、
問
題
意
識
の
結
実
と
し
て
、
編
者
と
著

者
の
方
々
の
比
類
の
な
い
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
こ
と
に
機
関
誌
『
原
爆
文

学
研
究
』
に
よ
る
研
究
深
化
が
、
四
部
構
成
の
拡
が
り
と
多
様
性
を
生
み
出

し
て
い
る
点
に
、
こ
れ
ま
で
出
た
原
爆
文
学
関
連
の
事
典
に
は
な
い
読
み
応

え
を
感
じ
さ
せ
る
。
字
数
の
関
係
で
ご
く
一
部
に
し
か
言
及
で
き
な
い
も
の

の
、
各
項
目
の
記
述
や
書
誌
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
教
示
や
示
唆
を
受
け
た
。

本
書
は
原
爆
文
学
だ
け
で
は
な
く
「
核
に
関
す
る
文
化
的
事
象
の
堆
積
を
検

証
す
る
」
企
画
で
あ
り
、
幅
広
い
文
化
論
の
観
点
を
内
包
す
る
「
開
か
れ
た

教
養
書
」
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
あ
れ
か
ら
七
三
年
後
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の
世
界
の
核
化
の
拡
大
や
危
機
的
状
況
、
ま
た
核
実
験
や
原
発
事
故
に
よ
る

健
康
被
害
の
中
、
核
の
危
機
が
政
治
的
状
況
に
よ
り
複
雑
構
造
化
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
る
現
在
、
編
者
も
ま
え
が
き
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た

な
「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
い
」
や
付
言
す
べ
き
内
容
、
扱
う
べ
き
新
た
な
項

目
を
喚
起
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
際
、
本
書
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
研
究
会
が
連
続
し
て
取
り
組
ん
だ
「
戦
後
七
〇
年
連
続
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
の
開
催
で
あ
っ
た
。
戦
後
七
〇
年
の
核
批
評
の
現
況
に
つ
い
て
、

筆
者
の
研
究
分
野
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
（
文
）
学
と
環
境
文
学
批
評
（
エ
コ
ク

リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
）
の
観
点
か
ら
、
被
爆
七
一
年
目
の
事
件
と
し
て
、
オ
バ
マ

ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
書
の
各
記
述

と
の
関
連
に
も
触
れ
て
み
た
い
。
世
界
を
核
時
代
に
陥
れ
、
世
界
の
核
の
半

数
を
所
有
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
る
が
、
本
書
で
は
ア
メ
リ
カ
は
周
辺

的
に
扱
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
、
拙
稿
は
な
い
も
の
ね
だ
り
の
コ

メ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

１
．
被
爆
七
〇
年
目
の
真
実
続
報

二
〇
一
五
年
は
、
被
爆
七
〇
年
目
の
真
実
と
い
っ
た
形
で
多
く
の
被
爆
体

験
を
語
る
記
憶
の
書
、
写
真
集
、
歌
集
、
ま
た
随
筆
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
は
、
『
原
爆
文
学
研
究
』
の
書
評
特
集
で
も
述
べ
た
。
特
に
原
爆
投
下
に

つ
い
て
米
歴
史
家
と
日
本
の
教
育
者
の
討
論
の
記
録
『
日
本
人
の
原
爆
投
下

論
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
』(

日
新
報
道)

、
公
開
さ
れ
た
新
た
な
機
密
文
書

に
よ
り
原
爆
製
造
過
程
を
読
み
解
く
ジ
ム
・
バ
ゴ
ッ
ト
『
原
子
爆
弾
１
９
３

８
～
１
９
５
０
』(

作
品
社)

、
一
九
四
三
年
か
ら
遡
っ
た
歴
史
と
八
月
六
日

の
記
録
を
合
体
さ
せ
た
『
原
爆
の
落
ち
た
日
決
定
版
』(

Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫)

等
々

も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
生
き
残
っ
た
六
人
に
つ
い
て
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
か
ら
成

る
ハ
ー
シ
ー
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
』
と
は
違
っ
て
、
原
爆
製
造
史
と
八
月
六
日
に

亡
く
な
っ
た
六
人
の
記
録
で
あ
る
。
賛
否
は
と
も
か
く
原
爆
に
つ
い
て
い
わ

ゆ
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
世
界
で
流
通
し
た
ハ
ー
シ
ー
の
『
ヒ

ロ
シ
マ
』
は
、
こ
の
作
品
の
成
立
と
受
容
や
再
版
と
翻
訳
プ
ロ
セ
ス
や
日
本

で
の
評
価
の
歴
史
な
ど
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
諸
問
題
が
交
錯
す
る
場
と
し
て
、
こ

の
事
典
で
ま
と
め
て
読
め
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
原
爆
文
学
研
究
会
戦
後
七
〇
年
の
国
際
記
念
大
会
を
特
集
し
た
『
原

爆
文
学
研
究
』
一
五
は
、
多
彩
な
論
考
を
満
載
し
て
い
る
。
な
か
で
も
台
湾

の
作
家
で
民
族
運
動
家
、
シ
ャ
マ
ン
・
ラ
ポ
ガ
ン
の
講
演
録
「
大
海
に
浮
か

ぶ
夢
と
放
射
能
の
島
々
」(

七
六
―
八
五)

は
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
核
状

況
を
ア
ジ
ア
の
境
界
作
家
の
視
点
か
ら
鮮
明
に
映
し
出
し
て
い
る
。
戦
後
世

界
に
拡
散
し
た
核
と
核
廃
棄
物
と
そ
の
汚
染
の
現
場
が
、
圧
倒
的
に
先
住
民

族
の
居
住
区
や
島
嶼
部
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
促
す
。
こ
の
点
で
は
、
本
書

の
「
先
住
民
権
利
運
動
」
が
、
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
国
内
植
民
地
的
状
況

20を
伝
え
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
。

「
「
反
・
核
兵
器
」
の
運
動
と
「
反
・

18

原
発
」
の
運
動
」
で
日
本
の
状
況
が
分
か
っ
た
。
核
汚
染
と
核
廃
棄
物
処
理

の
問
題
は
核
保
有
の
西
欧
諸
国
が
核
実
験
を
行
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
や
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
太
平
洋
と
ア
ジ
ア
諸
国
に
及
ん

で
い
る
の
で
、
さ
ら
に
世
界
的
視
野
で
の
項
目
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

被
爆
七
一
年
目
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
来
日
し
た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
の

現
職
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
の
広
島
訪
問
は
、
大
統
領
が
そ
の
前
に
立
っ

た
慰
霊
碑
を
中
心
に
〈
原
爆
〉
の
歴
史
化
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
動
き

始
め
る
契
機
と
な
っ
た

。
本
書

「
慰
霊
碑
碑
文
論
争
」
に
よ
っ
て
、
議

(1)

2

論
の
多
い
主
語
な
き
慰
霊
碑
「
過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
の
解
釈
史
に



22

つ
い
て
多
く
の
教
示
を
得
た
。
二
〇
一
六
年
五
月
二
七
日
の
オ
バ
マ
大
統
領

の
広
島
来
訪
は
、
サ
ミ
ッ
ト
後
の
政
治
的
な
首
脳
外
交
の
展
開
の
一
部
で
あ

っ
た
と
と
も
に
、
世
界
の
核
を
め
ぐ
る
言
説
の
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の

捉
え
方
の
変
化
に
呼
応
し
て
起
き
た
歴
史
的
な
事
件
で
も
あ
っ
た
の
で
、
第

一
部
の
事
件
史
に
組
み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も

わ
れ
る
。
大
統
領
を
広
島
に
招
き
よ
せ
た
背
景
に
は
、
以
下
で
述
べ
る
、
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
次
第
に
強
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ス

が
あ
っ
た
。
ま
ず
今
世
紀
に
な
っ
て
の
核
批
評
の
変
化
を
み
て
、
そ
れ
を
念

頭
に
オ
バ
マ
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
の
声
を
捉
え
、
そ
の
英
語
を
文
学
の

言
説
と
し
て
検
討
し
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
が
最
近
の
環
境
文
学
の
言
説
と
も
通

底
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

２
．
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
拡
大
す
る
現
前

核
批
評
の
現
在
に
至
る
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
共
著
『
核
と
災
害
の
表
象
』

で
考
察
し(

伊
藤

二
〇
一
五

五
―
二
五
）
、
ま
た
特
に
二
一
世
紀
の
核
批

評
の
動
向
と
環
境
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
は

O
xford

R
esearch

E
ncyclopedia

の
拙
論“A

m
erican

N
uclear

L
iterature

on
H
iroshim

a
and

N
agasaki” (IT

O
H
2017)

で
述
べ
た
。
そ
こ
で
強
調
し
た
の
は
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン(R

achel
C
arson)

の
環
境
的
終
末
の
表
象
が
、
核
に
よ
る
終
末
の
表

象
と
結
合
し
て
、
二
一
世
紀
女
性
環
境
作
家
に
継
承
さ
れ
発
展
し
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
核
批
評
の
一
翼
を
担
う
環
境
批
評
（
エ
コ
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム
）
の
展
開
は
、
脱
ア
メ
リ
カ
の
方
向
を
強
め
、
政
治
的
文
化
的
核
批

評
と
結
合
し
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
き
た
。
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
と
二
一

世
紀
の
核
文
学
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
る
核
言
説
と
し
て
社
会
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
オ
バ
マ
の
広
島
来
訪
は
、
二
一
世
紀
原
爆
を
巡
る
世

界
の
核
批
評
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
意
識
の
変
化
が
起
こ
り
、
二

つ
の
都
市
の
名
前
を
様
ざ
ま
な
言
説
が
浮
上
さ
せ
、
特
に
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
言

及
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
ア
メ
リ

カ
文
化
に
お
け
る
核
を
め
ぐ
る
意
識
や
言
説
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
別
の

と
こ
ろ
で
書
い
た
の
で
省
略
す
る
と
し
て
、
戦
後
核
の
徹
底
し
た
情
報
不
開

示
の
中
で
極
め
て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
限
定
的
な
形
で
始
ま
り
、
冷
戦
時
代

の
核
文
学
で
は
、
情
報
の
制
限
か
ら
核
そ
の
も
の
へ
の
奇
妙
な
沈
黙
と
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
テ
ー
マ
の
圧
倒
か
ら
、
核
へ
の
恐
怖
は
依
然

と
し
て
限
定
的
な
関
心
に
と
ど
ま
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
言
及
は

な
お
希
薄
で
あ
っ
た
。
本
書

「
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
と
『
核
の
神
話
』
」

36

は
、
冷
戦
期
か
ら
冷
戦
後
の
ダ
リ
の
核
絵
画
、
ア
メ
リ
カ
映
画
や
ゲ
ー
ム
に

み
ら
れ
る
大
衆
文
化
の
核
へ
の
動
向
を
詳
細
に
辿
り
、
「
核
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
実
際
の
脅
威
と
し
て
よ
り
は
む
し
ろ
モ
チ
ー
フ
」
と
み
て
、
核
の
「
平
凡

化
」
そ
し
て
「
無
関
心
」
（
一
二
四
）
へ
と
流
れ
た
こ
と
を
過
不
足
な
く
指

摘
し
て
い
る
。

し
か
し
一
九
九
〇
年
代
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
関
連
資
料
の
情
報
開
示
と

と
も
に
、
西
部
の
環
境
保
護
運
動
や
環
境
作
家
の
力
で
ア
メ
リ
カ
市
民
の
核

意
識
は
変
質
し
て
く
る
。
冷
戦
後
小
説
の
中
で
は
核
の
テ
ー
マ
が
多
様
な
展

開
を
み
た
こ
と
が
、
二
〇
〇
八
年
の
ダ
ニ
エ
ル
・
コ
ー
ド
ル(D

aniel
C
ordle)

『
サ
ス
ペ
ン
ス
の
ス
テ
イ
ト
―
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ
イ
ジ
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ

ズ
ム
、
ア
メ
リ
カ
の
小
説
』
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ド
ル
に
よ

る
と
核
兵
器
は
広
島
と
長
崎
以
降
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
冷
戦
構
造
が

核
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
未
決
の
恐
怖
を
サ
ス
ペ
ン
ス
の
形
で
時
代
を
決
定
的

に
特
徴
づ
け
、
ド
ン
・
デ
リ
ー
ロ
、
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
、
ト
マ
ス
・
ピ
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ン
チ
ョ
ン
、
カ
ー
ト
・
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
の
よ
う
な
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
て
学

生
に
人
気
の
あ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
主
流
作
家
に
、
い
か
に
核
汚
染
と
核
の
終

末
へ
の
不
安
の
テ
ー
マ
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
か
分
析
さ
れ
る
。
日
本
の
ア

メ
リ
カ
文
学
者
は
原
爆
文
学
よ
り
も
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
作
家
か
ら
核
の

テ
ー
マ
を
知
る
傾
向
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

世
界
へ
の
核
拡
散
に
よ
る
緊
迫
し
た
二
一
世
紀
の
世
界
情
勢
に
よ
っ
て

も
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
と
原
爆
へ
の
意
識
は
隠
蔽
さ
れ
た
記
録
の
中
か

ら
浮
上
し
て
き
た
。
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
追
憶
の
か
な
た
に
追
い
や
ら

れ
て
い
た
市
民
の
被
爆
都
市
の
記
憶
が
呼
び
戻
さ
れ
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
の
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
歴
史
は
日
常
的
に
繰
り
返

し
議
論
さ
れ
映
像
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
一
方
で
八
〇
年
代
半
ば

か
ら
高
ま
っ
た
環
境
正
義
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
被
爆
に
つ
い
て
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
を
ア
メ
リ
カ
作
家
が
真

正
面
か
ら
テ
ー
マ
と
し
始
め
た
こ
と
が
あ
る
。
マ
ー
ク
・
カ
ミ
ン
ス
キ
ー

（M
arc
K
am
insky

）
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
道
』（T

he
R

oad
from

H
iroshim

a

）
、

日
本
を
含
む
世
界
の
詩
人
の
一
三
四
編
も
の
原
爆
追
悼
詩
集
『
ア
ト
ミ
ッ

ク
・
ゴ
ー
ス
ト
』(A

tom
ic

G
host:P

oets
R

esponding
to

the
N

uclear
A

ge,
1995)

や
同
じ
編
者
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
レ
イ
（John

B
radley

）
に
よ
る
『
核
読

本
』（L

earning
to

G
low

:
A

N
uclear

R
eader,

2000

）
も
で
た
。
ま
た
戦
後
七

〇
年
に
は
ス
ー
ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド(S

usan
S
outhard)

『
ナ
ガ
サ
キ
―
核
戦
争

の
後
』（N

agasaki:
L
ife

after
N

uclear
W

ar

）
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ペ
ル
グ
リ
ー

ノ(C
harles

P
ellegrino)

『
地
獄
か
ら
の
生
還
』（T

o
H

ell
and

B
ack:

T
he

L
ast

T
rain

from
H

iroshim
a

）
が
、
被
爆
時
の
広
島
と
長
崎
を
テ
ー
マ
と
し
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
間
ア
メ
リ
カ
西
部
の
カ
ー
ソ

ン
の
衣
鉢
を
継
ぐ
女
性
環
境
作
家
た
ち
は
、
「
核
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼

ば
れ
る
地
域
で
、
か
つ
て
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
小
説
に
代
わ
り
、
自
ら
と
家
族

や
部
族
の
身
体
の
核
汚
染
と
い
う
テ
ー
マ
を
前
景
化
し
、
「
核
の
風
景
」
の

西
部
を
物
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ネ
ヴ
ァ
ダ
核
実
験
場
や
ウ
ラ
ン
鉱
採
掘
廃

坑
な
ど
、
目
前
の
土
地
の
核
物
質
に
よ
る
荒
廃
が
改
め
て
人
種
を
問
わ
ず
南

西
部
環
境
作
家
の
テ
ー
マ
と
な
る
。
特
に
ネ
ヴ
ァ
ダ
核
実
験
場
の
反
核
文
学

は
、
本
書
に
と
っ
て
も
重
要
な
項
目
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

３
．
解
体
批
評
か
ら
核
批
評
へ

・

後
の
本
格
的
核
批
評
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
の
『
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ

3

11

ト
の
沈
黙
―
ポ
ス
ト
冷
戦
世
界
に
お
け
る
核
批
評
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
で
に
触
れ
た
コ
ー
ド
ル
も
含
む
代
表
的
な
論
者
一
二
人
の
中
に
は
、

冷
戦
後
其
々
一
冊
を
上
梓
し
て
い
る
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ガ
ー
（P

eter

S
chw

enger

）
や
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ナ
デ
イ
（John

C
anaday

）
ら
も
い
て
、
ジ
ャ

ッ
ク
・
デ
リ
ダ(Jacques

D
errida)

の
「
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
は
ま
だ
な
い
―
全
速

力
で
前
進
、
七
発
の
ミ
サ
イ
ル
、
七
つ
の
文
書
」(“N

o
A
pocalypse,

N
ot
N
ow

:F
ull
S
peed

A
head,

S
even

M
issiles,

S
even

M
issives”)

が
発
表
さ
れ
た
一
九
八

四
年
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
の
核
批
評
会
議
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い

え
『
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
沈
黙
』
序
章
に
お
い
て
は
、
各
論
と
高
名
な
デ
リ

ダ
論
文
と
の
距
離
と
質
の
違
い
が
強
調
さ
れ
、
こ
の
論
文
集
は
、
高
踏
的
な

解
体
批
評
に
核
の
問
題
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
世
界
史
の
現
実
を
意
識
す

る
「
核
批
評
の
新
し
い
波
の
た
め
の
倫
理
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」(

)

形
成
を
目

12

指
す
と
す
る
。
序
章
は
「
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
ハ
ー
シ
ー
の
『
ヒ
ロ

シ
マ
』
を
講
読
す
る
授
業
の
さ
な
か
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
強
の
東
北
大
地



24

震
の
津
波
破
壊
の
映
像
が
Ｔ
Ｖ
か
ら
流
れ
、
そ
れ
は
直
ち
に
広
島
の
破
壊
の

像
と
重
な
っ
た
」
と
始
め
、
続
く
フ
ク
シ
マ
の
原
発
事
故
が
再
度
原
爆
へ
の

言
及
を
浮
上
さ
せ
る
と
し
、
そ
の
後
続
く
ヒ
ロ
シ
マ
、
フ
ク
シ
マ
の
歴
史
的

連
続
性
の
議
論
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
デ
リ
ダ
論
文
は
核
批
評(nuclear

criticism
)

と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
た
重
要
な
論
文
で
あ
る
と
と
も
に
、
周
知

の
よ
う
に
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
の
「
最
初
に
ス
ピ
ー
ド
が
あ
っ
た
」
か
ら
始

め
、
七
つ
の
手
紙
を
七
つ
の
ミ
サ
イ
ル
と
み
た
て
て
「
今
の
と
こ
ろ
核
戦
争

と
い
う
も
の
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
核
は
信
じ

が
た
い
程
の
テ
ク
ス
ト
性“fabulously

textual”

を
備
え
た
現
象
で
あ
る
」

と
す
る(

)

。
こ
の
論
文
は
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
地
名
に
全
く
言

23

及
は
な
く
、A

tom
ic
B
om
b

と
い
う
語
も
な
い
。

二
一
世
紀
に
な
っ
て
核
批
評
は
、
解
体
批
評
的
核
議
論
か
ら
は
距
離
を
置

き
、
こ
の
動
き
は
や
は
り
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
大
幅
改

稿
の
再
販
本
が
で
た
ジ
ョ
ン
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（John

M
athew

s

）
の
外
交
史

研
究
『
ヒ
ロ
シ
マ
以
後
―
ア
メ
リ
カ
、
人
種
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
核
兵
器
一

九
四
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
』
等
と
も
連
動
し
て
い
く
。
こ
こ
に
は
ヒ
ロ
シ

マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
歴
史
的
事
実
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
含
む
ア
ジ
ア
的
現
実
か

ら
核
批
評
に
向
か
わ
せ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
西
欧
的
歴
史
観
か
ら
の
脱

却
が
図
ら
れ
る
。
「
日
本
の
原
爆
文
学
の
多
く
が
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
を

決
し
て
脱
構
築
で
き
な
い
原
点
と
し
て
描
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
不
在

が
西
洋
の
核
文
学
、
核
批
評
を
特
徴
づ
け
て
い
る
」(

一
谷

二
四)

の
で
あ

る
が
、
元
来
こ
の
分
野
の
基
本
図
書
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
リ
フ
ト
ン

(R
obert

L
ifton)

の
名
著
『
ヒ
ロ
シ
マ
を
生
き
抜
く
―
精
神
史
的
考
察
』(

一

九
七
一)

は
、
早
く
か
ら
被
爆
地
そ
の
も
の
を
調
査
・
研
究
し
た
。

「
「
英

24

米
文
学
者
と
核
時
代
」
で
辿
ら
れ
た
中
に
は
な
い
が
、
リ
フ
ト
ン
の
名
著
は

広
島
大
学
の
世
界
的
チ
ョ
ー
サ
ー
学
者
、
桝
井
廸
夫
教
授
ら
の
訳
業
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
岩
波
現
代
文
庫
の
増
補
再
版
が
で
た
。
英

訳
さ
れ
た
原
爆
文
学
も
含
む
膨
大
な
世
界
の
核
文
学
の
書
誌
を
完
備
し
、
そ

の
後
の
英
語
圏
で
の
原
爆
文
学
研
究
に
貢
献
し
た
ポ
ー
ル
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

(P
aul

B
ryan)

の
『
核
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
な
ど
と
も
結
合
し
て
、
新
し
い
動

き
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
二
作
は
原
爆
を
ナ
チ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
併
置
し
、

リ
フ
ト
ン
は
序
文
で
原
爆
文
学
は
被
爆
者
の
英
知
が
生
み
出
し
た
も
の
と
評

価
し
て
い
る
。
Ｊ
．
Ｗ
．
ト
リ
ー
ト
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
を
書
く
』
と
と
も

に
、
こ
の
三
冊
の
名
著
は
、
こ
れ
ま
で
抽
象
論
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た
英
米

の
核
批
評
に
、
原
爆
文
学
と
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
を
組
み
込
む
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
し
原
爆
を
絶
対
悪
的
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
捉
え
て
い
る
点
で
共
通

性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
か
ら

す
る
、
原
爆
を
西
欧
的
想
像
力
を
形
成
し
て
き
た
聖
書
の
物
語
枠
か
ら
捉
え

そ
の
延
長
線
上
に
お
こ
う
と
す
る
、
原
爆
の
非
歴
史
化
に
代
わ
る
大
き
な
動

き
と
言
え
る
。
本
書

「
核
Ｓ
Ｆ
と
核
批
評
」
で
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
野
坂

37

昭
雄
に
よ
る
と
、
ト
リ
ー
ト
は
デ
リ
ダ
の
論
文
を
「
一
つ
の
歴
史
的
事
実
を

実
体
の
な
い
未
来
へ
絶
え
ず
繰
り
延
べ
す
る
よ
う
な
も
の
」
で
、
核
戦
争
を

起
こ
ら
な
か
っ
た
何
か
と
し
て
語
る
「
ア
メ
リ
カ
知
識
人
の
歴
史
と
見
合
っ

て
い
る
」
と
の
批
判
を
紹
介
し
て
い
る
（
野
坂

二
〇
六
）
。

ヒ
ロ
シ
マ
の
歴
史
化
を
支
え
る
も
う
一
つ
の
批
評
的
勢
力
は
、
人
新
世
を

生
き
て
い
る
環
境
批
評
の
物
質
論
的
動
き
、
マ
テ
リ
ア
ル
・
エ
コ
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム(m

aterial
ecocriticism

)

の
台
頭
で
あ
る
。
マ
テ
リ
ア
ル
・
エ
コ
ク
リ

テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
物
語
ら
れ
る
物
質
と
し
て
地
球
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
が
、

放
射
線
（radio

activity

）
は
最
も
重
要
な
不
可
視
の
、
す
べ
て
を
支
配
す
る

物
質
で
、
テ
ィ
モ
シ
ィ
・
モ
ー
ト
ン
の
超
物
体
（H

yperobjecs

）
の
概
念
の
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比
喩
的
モ
デ
ル
を
な
し
、
モ
ー
ト
ン
の
環
境
批
評
的
地
球
の
現
況
認
識
の
中

で
も
核
物
質
の
重
要
性
が
キ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
の
概
念
は
絶
え
ず
変

化
し
て
き
た
が
、
温
暖
化
同
様
核
に
つ
い
て
の
思
考
を
欠
く
場
合
は
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
過
去
の
環
境
観
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
各
分
野
か
ら

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
を
経
験
知
か
ら
語
り
、
世
界
の
核
物
質
汚
染
や
そ
の

危
険
を
踏
ま
え
た
独
自
の
文
化
的
主
体
性
か
ら
の
核
批
評
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
大
き
な
意
味
で
核
の
歴
史
的
現
場
で
あ
る
ヒ
ロ
シ

マ
と
ナ
ガ
サ
キ
へ
注
目
を
集
中
さ
せ
、
間
接
的
に
し
ろ
ア
メ
リ
カ
や
世
界
の

世
論
を
長
年
か
け
て
変
化
さ
せ
、
オ
バ
マ
大
統
領
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
、
ヒ

ロ
シ
マ
へ
と
招
き
よ
せ
た
地
下
水
脈
を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４
．
オ
バ
マ
大
統
領
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
と
広
島
の
場
所
の
感
覚

オ
バ
マ
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
は
す
で
に
様
々
な
分
析
が
な
さ
れ
て
き

た
。
低
迷
が
言
わ
れ
る
大
学
の
英
語
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
、
日
本
社

会
で
大
き
な
需
要
の
あ
る
演
説
で
あ
っ
た
。
し
か
も
以
上
の
変
化
を
体
現
し

た
か
に
見
え
る
オ
バ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
に
内
包
さ
れ
た
歴
史
性
は
、
環
境
文
学

批
評(

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム)

か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
意
義
が
発

見
で
き
る
。
こ
こ
で
は
「
広
島
の
場
所
の
感
覚
」
の
体
現
、
オ
バ
マ
の
語
法
、

核
を
物
語
る
こ
と
と
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
再
物
語
化
と
い
う
三
点
に
着
目
す

る
。
勿
論
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
は
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
が
作
る
公
的
な
も
の

だ
が
、
最
終
的
に
は
大
統
領
自
身
が
構
想
し
、
仕
上
げ
も
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

（
１
）
オ
バ
マ
の
「H
ibakusha

」
の
用
法
と
死
者
の
個
別
性
へ
の
着
目

二
〇
一
八
年
に
は
英
語
と
な
っ
て
国
際
的
メ
デ
ィ
ア
で
頻
用
さ
れ
る
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
を
、
オ
バ
マ
は
ス
ピ
ー
チ
で
２
回
使
っ
て
い
る
。
本
書
で
も
関

連
語
と
し
て

「
ひ
ば
く
怪
獣
」
、

「
被
爆
マ
リ
ア
」
、

「
ケ
ロ
イ
ド
」

5

53

56

が
あ
る
が
、
「hibakusha

」
こ
そ
注
目
す
べ
き
こ
と
ば
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
は

二
〇
〇
四
年
の
新
聞
記
事
か
ら
の
初
出
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
六
〇

年
代
上
記
リ
フ
ト
ン
の
本
で
は
頻
用
さ
れ
て
い
る
。H

ibakusha (

被
爆
者)

と

は
辞
書
的
に
は
以
下
で
あ
る
。

H
ibakusha

is
the

Japanese
w
ord

for
the

surviving
victim

s
of
the

1945
atom

ic
bom

bings
of
H
iroshim

a
and

N
agasaki.

T
he
w
ord

literally
translates

as
"explosion-affected

people"
and

is
used

to

refer
to
people

w
ho
w
ere

exposed
to
radiation

from
the

bom
bings.

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
、
下
線
伊
藤
。
以
下
の
引
用
同
）

オ
バ
マ
の
ス
ピ
ー
チ
が
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
批
准
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
も

hibakusha

と
使
わ
れ
て
い
る
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
得
た
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
受
賞
理
由
に
も

hibakusha
が
使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
独
特
の
響
き
を
持
つ
語
は
原
爆
被
害
者

(victim
of
A
tom
ic
B
om
b)

に
代
わ
り
、
最
近
は
世
界
中
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
語
の
オ
バ
マ
の
二
カ
所
の
文
脈
は
以
下
で
あ
る
。

M
ere

w
ords

cannot
give

voice
to
such

suffering,
but

w
e
have

a
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shared
responsibility

to
look

directly
into

the
eye

of
history

and

ask
w
hat

w
e
m
ust

do
differently

to
curb

such
suffering

again.

Som
eday

the
voices

of
the

hibakusha
w
ill
no
longer

be
w
ith
us
to

bear
w
itness.

B
ut
the

m
em
ory

of
the

m
orning

of
A
ugust

6th,
1945

m
ust
never

fade.
T
hat

m
em
ory

allow
s
us
to
fight

com
placency.

It

fuels
our

m
oral

im
agination.

It
allow

s
us
to
change.

…
…
W
e
see

these
stories

in
the

hibakusha:
the

w
om
an

w
ho

forgave
the

pilot
w
ho

flew
the

plane
that

dropped
the

atom
ic

bom
b
because

she
recognized

w
hat

she
really

hated
w
as
w
ar
itself;

the
m
an
w
ho
sought

out
fam
ilies

of
A
m
ericans

killed
here

because

he
believed

their
loss

w
as
equal

to
his
ow
n.

(2)

オ
バ
マ
の
声
明
に
使
わ
れ
た

hibakusha

と
い
う
（
英
）
語
は
、
従
来
の

survivor
of
A
tom
ic
B
om
b

と
い
う
一
般
的
な
英
訳
で
は
代
替
で
き
な
い
日

本
語
固
有
の
文
脈
を
内
包
す
る
。hibakusha

は
、
ケ
ロ
イ
ド
を
負
い
ゆ
が

ん
だ
身
体
や
、
肉
体
的
苦
し
み
や
貧
困
、
死
に
至
る
原
爆
症
や
当
時
行
わ
れ

た
差
別
に
よ
る
心
理
的
苦
痛
な
ど
、
原
爆
に
よ
る
犠
牲
者
を
他
の
戦
争
爆
撃

や
犯
罪
被
害
者
や
天
災
被
害
者
と
区
別
す
る
言
葉
で
あ
り
、
英
語
の
語
彙
に

は
な
い
独
特
の
日
本
語
を
そ
の
ま
ま
英
語
表
記
し
日
本
文
化
的
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
、
被
爆
者
を
日
本
語
の
文
脈
の
中
で
理
解
し
よ
う

と
す
る
動
き
を
英
語
母
語
話
者
に
起
こ
さ
せ
る
。
リ
フ
ト
ン
は
こ
れ
を
原
爆

被
害
者
が
蒙
っ
た
独
特
の
肉
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
困
窮
を
示
す
言
葉
で

あ
っ
た
と
し
、
そ
の
著
書
で“survivor”

を
六
一
二
回
、hibakusha

を
三
四

二
回
使
用
し
て
い
る
。
又
日
系
ハ
ワ
イ
作
家
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
コ
ウ
ノ
は
、

英
語
の
原
爆
小
説

A
nshu

（
『
暗
愁
』
）
の
中
で
ケ
ロ
イ
ド
に
歪
む
身
体
を
持

つ
主
人
公
の
被
差
別
感
を
表
現
す
る
際
こ
れ
を
使
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

大
統
領
が
、
批
評
家
や
作
家
同
様
ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
の
な
か
で
こ
れ
を

使
っ
た
意
味
は
大
き
い
。

と
い
う
の
も

hibakusha

の
複
数
形
は
ま
だ
見
か
け
な
い
の
で
、
こ
の
語

は
集
合
名
詞
と
し
て
一
人
ず
つ
を
認
識
し
な
い
語
で
あ
る
が
、
オ
バ
マ
の
被

爆
者
へ
の
言
及
は
決
し
て
集
合
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
声
や
物
語
と
一
緒

に
使
わ
れ
個
別
的
で
あ
る
点
も
注
目
で
き
る
。
原
爆
に
よ
る
即
座
の
死
者
数

は
現
在
で
も
不
明
と
さ
れ
、
概
数
が
出
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
オ
バ
マ
が

「
一
〇
万
人
を
超
え
る
日
本
の
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
た
ち
、
数
千
人
の
朝

鮮
半
島
出
身
者
、
十
数
人
の
米
兵
捕
虜
の
死
を
悼
む
た
め
だ
。
犠
牲
者
の
魂

は
語
り
か
け
る
。
私
た
ち
は
何
者
か
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
内
面
を
見
つ
め

見
極
め
る
よ
う
語
り
か
け
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
は
原
爆
が
敵
も
味
方

も
な
く
、
す
べ
て
を
殺
す
と
い
う
無
差
別
な
殺
戮
性
と
、
死
者
た
ち
は
米
国

兵
士
や
朝
鮮
半
島
出
身
者
も
含
む
一
人
ひ
と
り
個
別
の
死
を
死
ん
だ
と
い
う

認
識
が
あ
り
、
集
合
的
な
呼
称
で
あ
っ
た

hibakusha

と
、
死
の
個
別
性
を

で
き
る
限
り
見
つ
め
よ
う
と
す
る
死
者
に
寄
り
添
う
発
想
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
２
）
広
島
の
場
所
の
感
覚

場
所
の
感
覚
は
、
環
境
文
学
の
キ
ー
概
念
と
さ
れ
て
き
た
。
環
境
文
学
は

場
所
が
喚
起
す
る
固
有
の
感
覚
か
ら
物
語
が
展
開
し
、
し
ば
し
ば
場
所
の
文

学
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
場
所
が
自
然
を
育
み
物
理
的
歴
史
的
政

治
的
様
々
な
局
面
で
持
つ
複
合
性
へ
の
感
覚
と
と
も
に
、
土
地
そ
の
も
の
が

語
る
物
語
に
耳
澄
ま
し
、
そ
れ
を
感
受
す
る
自
我
を
通
し
て
場
所
を
語
る
謙

虚
な
感
覚
が
あ
り
、
オ
バ
マ
の
「
広
島
の
場
所
の
感
覚
」
に
は
、
環
境
文
学
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の
場
所
の
感
覚
に
近
い
も
の
が
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
お
り
、place

と

い
う
言
葉
の
二
度
の
繰
り
返
し
も
注
目
に
値
す
る
。

W
hy
do
w
e
com

e
to
this

place,
to
H
iroshim

a?
W
e
com

e
to
ponder

a
terrible

force
unleashed

in
a
not

so
distant

past.
W
e
com

e
to

m
ourn

the
dead,

including
over

100,000
in
Japanese

m
en,

w
om
en

and
children;

thousands
of
K
oreans;

a
dozen

A
m
ericans

held

prisoner.
T
heir

souls
speak

to
us.
T
hey

ask
us
to
look

inw
ard,

to

take
stock

of
w
ho
w
e
are
and

w
hat
w
e
m
ight

becom
e.

引
用
五
行
目
に
あ
る
よ
う
に
オ
バ
マ
に
は
、
見
え
な
い
も
の
、
霊
の
リ
ア

リ
テ
ィ
へ
の
確
信
が
あ
り
、
霊
の
言
葉
に
耳
傾
け
る
、
死
者
の
声
を
聞
く
、

見
え
な
い
も
の
と
の
対
話
を
認
知
す
る
態
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
盆
や
灯
篭

流
し
な
ど
日
本
的
な
伝
統
に
あ
る
霊
の
実
在
、
霊
か
ら
の
生
者
へ
の
呼
び
か

け
を
信
じ
る
心
で
も
あ
る
。
場
所
の
感
覚
は
下
線
部
「
自
分
が
誰
か
、
ど
う

な
る
の
か
」
と
い
っ
た
実
存
的
問
い
と
も
結
び
つ
く
。
こ
こ
で
オ
バ
マ
は
少

く
と
も
、
即
死
者
の
骨
が
埋
ま
っ
て
い
る
場
所
に
立
っ
て
、
長
い
歴
史
の
果

て
に
被
爆
し
た
広
島
の
「
場
所
の
感
覚
」
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー

チ
の
中
で
九
度
く
り
か
え
さ
れ
た

H
iroshim

a

は
、
従
来
カ
タ
カ
ナ
で
表
記

さ
れ
て
き
た
が
、
漢
字
で
広
島
と
書
く
と
き
に
は
広
島
が
軍
都
と
し
て
果
た

し
て
き
た
長
い
日
本
の
歴
史
内
で
の
位
置
づ
け
や
、
七
つ
の
川
に
洗
わ
れ
て

発
展
し
て
き
た
地
理
的
文
化
的
特
質
、
原
爆
ド
ー
ム
の
産
業
奨
励
館
に
象
徴

さ
れ
る
、
明
治
以
降
近
代
化
の
怒
涛
の
波
に
乗
る
帝
国
の
戦
争
へ
の
道
の
認

識
な
ど
も
内
包
す
る
。
丹
下
健
三
設
計
広
島
市
建
設
の
平
和
記
念
公
園
の
意

匠
そ
の
も
の
が
、
原
爆
資
料
館
、
慰
霊
碑
、
奨
励
館
廃
墟
を
一
直
線
に
結
ぶ

一
種
の
矛
盾
の
政
治
的
空
間
で
あ
り
、
日
本
で
は
中
世
か
ら
伝
統
的
な
墓
の

か
た
ち
で
あ
る
後
円
墳
の
埴
輪
を
等
身
大
に
か
た
ど
る
き
わ
め
て
日
本
的
な

意
匠
の
う
ち
に
、
戦
前
の
西
欧
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
隠
蔽
忘
却
し
つ
つ
、

戦
後
の
原
爆
と
平
和
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
一
挙
に
結
合
し
て
記
念
す
る

「
平
和
記
念
公
園
」
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
「
ま
え
が

き
」
で
触
れ
ら
れ
る
米
山
リ
サ
の
『
広
島
―
記
憶
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
に
よ

る
と
、「
広
島
の
記
憶
は
戦
前
の
大
日
本
帝
国
、
そ
の
植
民
地
主
義
的
行
為
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
帰
結
の
深
刻
な
曖
昧
化
の
上
に
成
立
し
て
い
る
」(

四)

と

批
評
し
て
い
る
。

S
ense

of
P
lace

と
は
、
日
本
語
の
地
霊(genius

of
place)

に
も
近
い
言
葉

で
、
自
分
個
人
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
土
地
の
歴
史
を
も
認
識
し
、
場
所
が
負

っ
て
き
た
歴
史
的
痕
跡
や
地
理
的
風
土
の
堆
積
と
意
識
を
一
体
的
に
感
受
し

た
り
、
と
き
に
は
土
地
の
真
の
歴
史
を
垂
鉛
す
る
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
個

に
存
在
の
基
盤
を
置
く
ア
メ
リ
カ
的
意
識
と
は
遠
い
、
多
分
に
非
西
欧
的
な

も
の
で
も
あ
り
、
ケ
ニ
ア
出
身
の
父
親
を
持
つ
オ
バ
マ
の
非
西
欧
起
源
の
感

覚
と
通
底
し
て
い
る
と
も
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て
オ
バ

マ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

T
hat

is
w
hy
w
e
com

e
to
this

place.
W
e
stand

here,
in
the

m
iddle

of
this

city,
and

force
ourselves

to
im
agine

the
m
om
ent

the
bom

b

fell.
W
e
force

ourselves
to
feel

the
dread

of
children

confused
by

w
hat

they
see.

W
e
listen

to
a
silent

cry.
W
e
rem
em
ber

all
the

innocents
killed

across
the

arc
of
that

terrible
w
ar,
and

the
w
ars

that
cam

e
before,

and
the

w
ars

that
w
ould

follow
.
S
om
eday

the

voices
of
the

hibakusha
w
ill
no
longer

be
w
ith
us
to
bear

w
itness.
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B
ut
the

m
em
ory

of
the

m
orning

of
A
ugust

6th,
1945

m
ust

never

fade.
T
hat

m
em
ory

allow
s
us
to
fight

com
placency.

It
fuels

our

m
oral

im
agination.

It
allow

s
us
to
change.

こ
の
部
分
は
段
階
的
に
、
場
所
の
感
覚
、
記
憶
の
召
喚
か
ら
道
徳
的
想
像

力
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
次
の
引
用
は
ス
ピ
ー
チ
の
締
め
く
く

り
の
部
分

“m
oral

aw
akening”

を
呼
び
起
こ
す
と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
こ

こ
は
、
「
道
徳
的
想
像
力
」
の
結
果
と
し
て
、
日
本
人
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
人

に
呼
び
か
け
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
文
化
に
は
定
期
的
に
社

会
全
体
に
道
徳
的
覚
醒
運
動
が
起
き
て
き
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。“G

reat

A
w
akening”

第
一
次
大
覚
醒
は
一
七
三
〇
年
代
と
一
七
四
〇
年
代
に
ア
メ

リ
カ
の
一
三
の
植
民
地
に
広
ま
っ
た
宗
教
再
生
運
動
（F

irst
G
reat

A
w
akening

）
で
、
第
二
次
大
覚
醒
は
、
一
八
〇
〇
年
代
か
ら
一
八
三
〇
年

代
の
二
番
目
の
大
き
な
宗
教
再
生
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
、

実
は
キ
ャ
ン
プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
野
営
天
幕
集
会
）
な
ど
の
形
で
更
新
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
オ
バ
マ
は
ア
メ
リ
カ
で
定
期
的
に
起
き
て
き
た
覚
醒

の
伝
統
を
、
こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
に
こ
そ
求
め
、
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
被
爆
者
慰
霊
は
、
政
治
的
キ
ャ
ン
プ
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
が
あ
ま
り
に
楽
観

的
だ
と
い
う
反
論
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
オ
バ
マ
の
発
し
た
言
葉
の
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
、
広
島
の
場
所
の
感
覚
に
根
差
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
バ
マ
は
広
島
と
い
う
場
所
の
感
覚
、
重
な
り
合
っ
て
焼

死
し
た
死
者
の
魂
の
声
に
耳
傾
け
る
姿
勢
が
語
ら
れ
、
場
所
の
感
覚
が
促
す

「
道
徳
的
目
覚
め
」
へ
と
言
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
Ｔ
字
型
の
橋
、
相
生
橋
と
そ
の
周
辺
で
即
座
に
焼
か

れ
て
骨
も
蒸
発
し
た
人
々
と
、
土
を
七
〇
セ
ン
チ
掘
る
と
無
数
の
骨
が
埋
ま

っ
て
い
る
中
島
町
の
平
和
公
園
内
と
産
業
奨
励
館
の
残
骸
で
あ
る
原
爆
ド
ー

ム
と
い
う
場
所
は
、
世
界
の
人
々
や
要
人
が
絶
え
間
な
く
訪
れ
、
立
場
を
超

え
た
参
拝
と
祈
り
と
に
よ
っ
て
日
々
平
和
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の
場
所
性
と
政

治
性
を
蓄
積
・
更
新
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
見
素
朴
さ
を
装
っ
た
オ
バ
マ

の
修
辞
法
は
、
少
な
く
と
も
広
島
の
複
雑
な
場
所
性
に
も
照
応
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
オ
バ
マ
大
統
領
の
一
四
四
一
語
か
ら
成
る
声
明
の
最
後
の
一
節
は

”T
he
w
orld

w
as
forever

changed
here.

”

と
し
て
、
核
が
も
た
ら
し
た
世

界
に
対
す
る
意
識
の
変
革
を
世
界
に
呼
び
か
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

T
he
w
orld

w
as
forever

changed
here.

B
ut
today,

the
children

of

this
city

w
ill
go
through

their
day

in
peace.

W
hat

a
precious

thing

that
is.
It
is
w
orth

protecting,
and

then
extending

to
every

child.

T
hat

is
the

future
w
e
can

choose-a
future

in
w
hich

H
iroshim

a
and

N
agasaki

are
know

n
not

as
the

daw
n
of
atom

ic
w
arfare,

but
as
the

start
of
our

ow
n
m
oral

aw
akening.

こ
こ
で
オ
バ
マ
は
、
広
島
の
場
所
の
感
覚
を
倫
理
的
覚
醒
の
出
発
点
と
述

べ
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
た<

覚
醒
の
歴
史>

を

彼
が
今
立
つ
、<

ヒ
ロ
シ
マ>

で
展
開
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
改

革
精
神
で
大
統
領
に
選
任
さ
れ
た
オ
バ
マ
は
、
本
質
的
に
意
識
の
改
革
を
信

じ
る
人
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
政
治
的
弱
さ
だ
と
い
う
人
も
勿
論
い
る

が
、
環
境
文
学
が
こ
う
し
た
悔
恨
と
覚
醒
の
瞬
間
を
持
ち
、
そ
の
瞬
間
の
持
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続
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
、<

ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
の
悔
悛>

と
し
て
よ

(3)

く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
核
の
歴
史
化
と
ア
メ
リ
カ
の
再
物
語
化

「
死
が
空
か
ら
降
っ
て
き
て
、
世
界
は
変
わ
っ
た
」
で
始
ま
る
こ
の
ス
ピ
ー

チ
に
顕
著
な
の
は
、
核
の
語
り
と
祈
り
の
物
語
の
共
有
と
、
そ
れ
ら
を
代
々

の
大
統
領
の
修
辞
で
あ
っ
た<
独
立
革
命
の
ア
メ
リ
カ
の
物
語>

と
接
合
し
よ

う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
現
在
の
政
権
で
は
考
え
ら
れ
な
い
特
質
が
、
一
九

六
〇
年
代
よ
り
の
ア
メ
リ
カ
を
形
成
し
て
き
た
公
民
権
運
動
と
人
権
思
想
か

ら
生
れ
出
た
オ
バ
マ
に
は
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
で
最
も
顕
著
で
あ
っ
た

の
は
、
上
で
述
べ
た
よ
う
な
原
爆
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
の
み
な
お
し
を
含
む

書
き
出
し
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
勿
論
ス
ピ
ー
チ
は
ア
メ
リ
カ
大
統

領
の
立
場
を
守
る
政
治
的
に
は
保
守
気
質
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
ア
メ
リ
カ
に
一
九
四
五
年
当
時
よ
り
国
論
を
二
分
し
て
い
た
原
爆
投
下

批
判
論
と
、
正
当
化
論
の
戦
後
の
長
い
歴
史
を
、
一
挙
に
止
揚
す
る
形
で
以

下
の
書
き
出
し
が
繰
り
出
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

(4)

S
eventy-one

years
ago,

on
a
bright,

cloudless
m
orning,

death
fell

from
the

sky
and

the
w
orld

w
as
changed.

A
flash

of
light

and
a

w
all

of
fire

destroyed
a
city

and
dem

onstrated
that

m
ankind

possessed
the

m
eans

to
destroy

itself.
W
hy
do
w
e
com

e
to
this

place,
to
H
iroshim

a?
W
e
com

e
to
ponder

a
terrible

force
unleashed

in
a
not

so
distant

past.

原
爆
に
よ
る
爆
撃
は
、
従
来
「
原
爆
を
投
下
す
る
」
「
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
」
と
い
う
風
に
一
般
的
に
他
動
詞
、
投
下
す
る
が
使
わ
れ
て
き
た
。
オ
バ

マ
の
表
現
「
死
が
空
か
ら
降
っ
て
き
て
、
世
界
は
変
わ
っ
た
」(

自
動
詞change

の

be

動
詞
に
よ
る
完
了
形
は
や
や
雅
語
と
さ
れ
て
い
る)

と
い
う
表
現
に
は
原

爆
投
下
を
選
択
し
た
当
事
国
の
大
統
領
の
歴
史
認
識
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

こ
か
ら
身
を
引
い
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
第
三
者
的
表
現
が
あ
る
。
あ
る

い
は
雨
や
雪
や
雷
が
降
っ
て
く
る
よ
う
に
原
爆
を
災
害
の
様
に
表
現
す
る
原

爆
の
無
害
化
、
御
伽
噺
化
と
も
批
判
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ

は
現
地
に
訪
れ
た
大
統
領
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
は
、
一
九
四
五
年
八
月
六

日
、
投
下
後
一
六
時
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
い
わ
ゆ
る

「
原
爆
投
下
宣
言
」
を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
は
以
下
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
の
軍

司
令
官
の
文
書
で
地
名
は
ま
だ
伏
せ
て
あ
る
。

“S
ixteen

hours
ago

an
A
m
erican

airplane
dropped

one
bom

b
on

xxxx,
an
im
portant

Japanese
A
rm
y
base.

T
hat

bom
b
had

m
ore

pow
er
than

20,000
tons

of
T
N
T
.
It
had

m
ore

than
2,000

tim
es
the

blast
pow

er
of
the

B
ritish

“G
rand

S
lam
,”
w
hich

is
the

largest

bom
b
ever

yet
used

in
the

history
of
w
arfare…

…
T
he
Japanese

began
the

w
ar
from

the
air
at
P
earl

H
arbor.

T
hey

have
been

repaid

m
anyfold.

A
nd
the

end
is
not

yet.
W
ith
this

bom
b
w
e
have

now

added
a
new

and
revolutionary

increase
in

destruction
to

supplem
ent

the
grow

ing
pow

er
of
our

arm
ed

forces.
In
their

present
form

these
bom

bs
are

now
in
production,

and
even

m
ore

pow
erful

form
s
are

in
developm

ent.
It
is
an
atom

ic
bom

b.
It
is
a
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harnessing
of
the

basic
pow

er
of
the

universe.
T
he
force

from

w
hich

the
sun

draw
s
its
pow

er
has

been
loosed

against
those

w
ho

brought
w
ar
to
the
F
ar
E
ast.

(5)

有
名
な
文
書
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
と
特
に
最
後
の
二
つ

の
文
に
あ
る
原
爆
を
「
宇
宙
の
力
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
極
東
の
悪
の
枢
軸
に

向
け
ら
れ
た
正
義
の
火
」
だ
と
す
る
く
だ
り
は
、
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
で
あ

っ
た
亡
命
ユ
ダ
ヤ
系
新
聞
記
者
、『
ゼ
ロ
の
暁
』
の
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー

レ
ン
ス(W

illiam
L
aurence)

の
発
想
を
特
徴
づ
け
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
キ
リ
ス

ト
教
的
な
世
界
観
か
ら
世
界
を
二
分
し
、
他
者
化
と
敵
対
化
を
行
う
軍
事
的

か
つ
政
治
的
言
説
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
。
本
書

「
外
国
人
記
者
の
被
爆

23

地
ル
ポ
」お
よ
び
永
川
と
も
子
の
「
１
９
４
５
年
の
創
世
記
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

Ｌ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
広
島
・
長
崎
関
連
記
事
に
み
る
「
宣
教
」
と
し
て
の
原

爆
報
道
―
」
に
よ
る
と
、
ロ
ー
レ
ン
ス
は
「
「
原
子
爆
弾
」
と
い
う
概
念
に

全
能
の
力
を
持
っ
た
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
射
す
る
こ
と
で
、
暴
力
的
権
力
へ

の
強
力
な
対
抗
軸
と
し
て
の
意
味
付
け
を
行
な
っ
た
」
の
で
あ
り
、
「
原
子

力
と
い
う
新
た
な
る
宇
宙
の
力
に
神
を
見
出
し
た
一
人
の
亡
命
ユ
ダ
ヤ
人

と
、
第
二
次
大
戦
期
に
ア
メ
リ
カ
が
欲
し
た
物
語
は
、
こ
こ
に
奇
妙
な
一
致

を
み
た
の
で
あ
る
」
（
二
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
オ
バ
マ
の
い
う
「
そ

れ
ほ
ど
遠
く
な
い
過
去
に
恐
ろ
し
い
力
が
解
き
放
た
れ
た
」
と
す
る
書
き
出

し
は
、
長
ら
く
ア
メ
リ
カ
を
縛
っ
て
き
た
ロ
ー
レ
ン
ス
的
修
辞
を
、
恐
ろ
し

い
力
を
受
け
た
側
か
ら
解
体
し
、
む
し
ろ
共
感
を
求
め
る
物
語
的
言
説
に
よ

っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
に
対
抗
す
る
核
の
七
一
年
目
の
歴
史
の
共
有
と
い

う
こ
と
だ
と
も
い
え
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
オ
バ
マ
の
ス
ピ
ー
チ
で
頻
用
さ
れ
た
も
う
一

つ
の
言
葉
が
「
物
語
」story

と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
点
は

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
論
者
が
批
判
し
た
よ
う
に
立
場
に
よ
っ
て
は
こ
の
ス

ピ
ー
チ
の
甘
さ
や
身
勝
手
さ
の
論
難
に
つ
な
が
る
が
、“story”

と
い
う
語

は
ス
ピ
ー
チ
の
要
所
要
所
に
使
わ
れ
、
被
爆
者
の
物
語
を
「
我
が
国
の
物
語
」

へ
と
以
下
の
よ
う
に
接
続
し
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
「
我
が
国
の
物
語

は
単
純
な
言
葉
で
始
ま
っ
た
。
『
全
て
の
人
は
平
等
で
生
命
・
自
由
・
幸
福

を
追
求
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
』
こ
の
理
想
の
実
現
は
米
国
民
同

士
で
も
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
理
想
は
努
力
し
て
追
い
求
め

る
べ
き
だ
。
大
陸
や
海
を
超
え
て
共
有
さ
れ
る
理
想
だ
か
ら
。
人
間
に
は
か

け
が
え
の
な
い
価
値
が
あ
り
誰
の
命
も
貴
重
だ
。
私
た
ち
は
人
類
と
い
う
家

族
の
一
員
だ
と
す
る
根
源
的
な
考
え
そ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
皆
が
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
物
語
だ
」
。

こ
う
し
た
物
語
の
共
有
は
、
実
は
オ
バ
マ
の
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
物
語
の

共
有
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
和
記
念
公
園
と
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア

の
向
こ
う
に
い
る
聴
衆
と
の
間
の
、
相
互
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ス
ピ
ー
チ
に
あ
る
文
学
性
は
、
こ
う
し
た
物
語
の
共
有
の
相
互
性
か
ら
生
ま

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
文
学
が
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
作
者
は
物
語
を

提
示
し
読
者
と
共
有
し
つ
つ
、
読
者
の
側
も
そ
こ
に
自
ら
の
物
語
を
重
ね
て

紡
ぐ
。
広
く
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
原
爆
資
料
館
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
お

土
産
」
と
し
て
、
大
統
領
自
ら
が
折
っ
た
二
対
の
折
鶴
が
そ
の
形
象
化
で
あ

っ
た

。
平
和
公
園
の
折
鶴
に
は
、
長
い
祈
り
の
物
語
が
あ
り
、
佐
々
木
貞

(6)

子
の
祈
り
の
像
も
あ
る
。
石
碑
に
は
「
こ
れ
は
ぼ
く
ら
の
叫
び
で
す

こ
れ

は
私
た
ち
の
祈
り
で
す

世
界
に
平
和
を
き
ず
く
た
め
の
」
と
い
う
碑
文
が

刻
ま
れ
、
こ
の
像
の
建
立
に
向
け
た
活
動
や
完
成
ま
で
の
道
の
り
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
『
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
』
、
二
〇
〇
一
年
）
。
佐
々
木
貞
子
が
自
ら
折
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っ
た
和
紙
の
折
鶴
に
模
し
た
大
統
領
の
折
鶴
は
、
大
統
領
が
少
な
く
と
も
そ

の
物
語
を
共
有
し
た
い
と
す
る
気
持
ち
の
、
何
よ
り
の
表
明
で
あ
っ
た
。
実

際
オ
バ
マ
の
英
語
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
い
う
語
の
使
用
と
、

大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
物
語
だ
け
で
な
く
被
爆
者
の
物
語
を
共
有
し
た
い
と

す
る
表
現
が
、<
ヒ
ロ
シ
マ>

と
い
う
場
所
の
声
に
耳
傾
け
そ
れ
を
自
ら
の
体

験
と
し
て
語
り
た
い
と
す
る
〈
場
所
の
物
語
の
共
有
の
宣
言
〉
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
作
家
が
ヒ
ロ
シ
マ
を
テ
ー
マ
と
し
て
物
語
化
す
る
の

と
同
じ
文
学
的
営
為
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

最
後
に
メ
デ
ィ
ア
と
共
に
生
き
る
現
在
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
最
大
の
事
件
に

触
れ
た
い
。
オ
バ
マ
の
慰
霊
が
立
場
を
超
え
て
人
々
の
胸
に
刺
さ
っ
た
の
は
、

実
は
当
日
と
翌
日
の
メ
デ
ィ
ア
を
等
し
く
飾
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
映
像
で
あ

っ
た
。
秒
単
位
で
緻
密
に
準
備
さ
れ
た
訪
問
行
事
に
は
、
い
く
つ
か
人
間
の

予
想
や
計
画
を
超
え
る
時
間
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
大
統
領
と
の
出
会
い
に
感

極
ま
っ
て
体
が
傾
い
た
被
爆
者
代
表
で
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
被
爆
の
歴
史
研
究

者
森
重
昭
氏
を
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
抱
き
止
め
た
ハ
グ
の
瞬
間
で
あ
る
。
こ

の
瞬
間
を
報
じ
る
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
の
写
真
は
、
森
氏
の
背
中
に
置
か
れ
た

大
統
領
の
大
き
な
手
の
神
聖
な
ま
で
に
そ
ろ
え
た
長
い
指
と
、
目
を
閉
じ
た

両
氏
の
顔
の
九
〇
度
の
交
錯
を
映
し
出
し
た
。
そ
れ
は
大
統
領
と
市
民
の
和

解
を
結
果
的
に
表
象
す
る
、
何
び
と
も
予
期
し
え
ぬ
瞬
間
を
生
み
出
し
た
の

で
あ
る
。
二
八
日
の
日
本
の
新
聞
各
紙
は
一
面
全
面
で
「
オ
バ
マ
大
統
領
広

島
訪
問
」
の
バ
ナ
ー
を
打
ち
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
原
爆
ド
ー
ム
を
背
に
「
核

な
き
世
界
追
及
」
の
声
明
を
発
す
る
写
真
と
文
言
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
保

守
系
メ
デ
ィ
ア
読
売
新
聞
が
、
一
面
左
上
に
大
統
領
の
森
重
昭
氏
ハ
グ
の
写

真
を
配
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
同
日
の
米
メ
デ
ィ
ア
の
う
ち
『
ウ

ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
も
一
面
中
央
を
、‟V

isiting

H
iroshim

a,
O
bam

a
O
ffers

R
egret

but
no
A
pology”

の
見
出
し
で
、
こ
の

ハ
グ
の
瞬
間
の
写
真
で
飾
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
七
一
年
目
に
実
現
し
た
ア
メ

リ
カ
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
と
メ
デ
ィ
ア
が
世
界
に
伝
播
し
た
そ
の
言
説
と

映
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
、
生
き
た
記
憶
と
新
た
な
生
に
繋
ご
う
と
す

る
、
と
り
わ
け
戦
後
七
〇
年
に
未
曾
有
の
高
ま
り
を
見
せ
た
出
版
の
動
き
や
、

核
批
評
の
変
化
の
延
長
線
上
に
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
出
来
事
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

注

本
論
で
は
、
被
爆
都
市
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
や
ス
ピ
ー
チ
で
語
ら
れ
る
地
名
と

1
し
て
は
ヒ
ロ
シ
マ
を
、
一
般
的
な
都
市
名
と
し
て
は
広
島
を
使
用
す
る
。

オ
バ
マ
大
統
領
ス
ピ
ー
チ
原
文
の
引
用
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
記
事
二

2
〇
一
六
年
五
月
二
八
日
掲
載
記
事
に
よ
り
、
日
本
語
訳
は
同
日
ア
メ
リ
カ
大
使

館
よ
り
配
信
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
た
。

https://w
w
w
.nytim

es.com
/2016/05/28/w

orld/asia/text-of-president-obam
as-sp

eech-in-hiroshim
a-japan.htm

l
M
ay
29,

2016.

な
お
日
本
語
訳
は
必
要
に
応
じ
て
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し

た
い
。

ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
の
悔
悛
と
は
、L

eopold

の
名
作
「
山
の
よ
う
に
考
え

3
る
」
（“T

hinking
like

a
M
ountain”,1949

）
に
お
い
て
、
狼
退
治
に
際
し
銃
を

向
け
た
狼
の
緑
に
燃
え
る
目
を
見
た
と
き
、
狼
退
治
の
愚
と
間
違
い
を
悟
り
山

の
生
態
系
を
認
識
す
る
瞬
間
が
あ
り
、
以
後
レ
オ
ポ
ル
ド
が
山
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

に
目
覚
め
た
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
ち
な
みgreen

fire
ecology

と
い
う
言
葉

も
生
ま
れ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
五
月
二
七
日
夜
出
版
さ
れ
た
『
中
國
新
聞
』
号
外
に
関

4
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連
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
分
析
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
論

で
論
じ
た
。
伊
藤
詔
子
「
オ
バ
マ
ヒ
ロ
シ
マ
・
ス
ピ
ー
チ
を
聴
く
―

世
紀
環

21

境
作
家
の
声
と
と
も
に
」『
下
河
辺
美
知
子
教
授
退
職
記
念
論
文
集
』（
彩
流
社
、

二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）

引
用
はT

rum
an
L
ibrary

よ
り
以
下
に
よ
っ
た
。

5http://w
w
w
.atom

icarchive.com
/D
ocs/M

anhattanP
roject/B

ardm
em
o.sht

m
l
D
ec.1,

2016.

対
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
い
。
色
か
ら
し
て

couple

で
あ
り
、
こ
こ

6
か
ら
新
し
い
鶴
が
生
ま
れ
る
と
の
発
想
か
。
日
本
的
な
発
想
で
は
鶴
は
単
体
で

一
羽
で
あ
る
。
な
お
ア
メ
リ
カ
、
ネ
バ
ダ
核
実
験
場
前
に
は
、
折
鶴
が
群
生
す

る
紫
よ
も
ぎ
の
白
い
可
憐
な
花
の
よ
う
に
無
数
に
結
ば
れ
、
砂
漠
に
奉
納
さ
れ

て
い
る
。
砂
漠
の
植
物
へ
の
祈
り
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
核
実
験
に
よ
り
、
死

の
灰
（fallout )

で
被
曝
し
、
な
く
な
っ
た
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
や
野
生
の
生
き

も
の
へ
の
祈
り
で
も
あ
る
。
軍
の
進
入
禁
止
区
域
を
侵
し
て
こ
こ
に
押
し
入
り

逮
捕
さ
れ
る
核
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
は
後
を
絶
た
ず
、
日
本
へ
の
想
い
を

千
羽
鶴
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー

の
共
有
こ
そ
世
界
を
結
ぶ
反
核
の
絆
で
あ
る
。
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